
その他

空中個人防除 倍

/10a

検証印

日 倍

越後の輝き有機30

月 日

月 日

生産資材が適正に使用されていることを、
記載内容により検証しました。

( ) 月

種
子
消
毒

越後の輝き有機50

月

月

月

稲わら前年秋すき込み 令和7年

JA記入欄

記載内容検証

月

kg /10a

kg /10a

kg /10a

/箱

kg /箱
耕起前
除草剤 月 日

初
期
・
初
中
期
一
発
除
草
剤

月

5 月

月 日

10 日

月 日

月 日

20

g

月 日

日月

月 日

月 日

日

107 月 15 日

月 日

穂
肥

7 月 23 日

ドローン

☑ 越後の輝き有機30穂肥（1回目）

☑ 越後の輝き有機30穂肥（2回目）

越後の輝き有機50穂肥（1回目）

越後の輝き有機50穂肥（2回目）

# 穂肥５００号(１回目)

月 日

10

#

月 日

月 日

206 月 30 日

日

月 日

月

月 日

5 月 5

月 日

日

月 日

土
づ
く
り

月 日

# ニュー米スター（ソイル米スター）

#

#

# ニューラミックス【2.8kg/箱】

# セルシオ1号【2.8kg/箱】

#

元肥

【散布方法】

【散布方法】

培
土
・
苗
代
配
合

日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

実施日

日

月

田
植
前

追
肥

中
間
追
肥

基
肥

【

月 27 日

日

月 25 日

月 13 日

7 月 13 日

月 日

月 日

生
育
調
節

～

直播栽培

6
 中干し

 溝切り 6

月6

 初回入水日 6 月

10 日

直
播
方
法

 直播日

# #カルパー 鉄 # リゾケア

#

7 月 22 日

月 日

22

8 月 4 日※ほ場の約半分が出穂した日

5 月 628 日

 直播播種量 kg/10a

5 月 6 日

移植栽培

 栽植密度 50 株/坪

 田植同時処理
 ※同時処理した場合☑

# 箱処理剤

初期・初中期一発剤

#

 田植え日 5 月 13 日

 使用箱数 16 箱/10a

温湯
消毒

日

月 日

（ ）

（ 硬化苗 出芽苗 播種苗 ）☑

月 日 播種日

ｇ/箱 播種量（乾籾）

その他 （

その他

-

(☑および「肥料名」「日付」「施肥量」を記入)

                 肥料名 【　】内、施肥基準値 散布(使用)月日

                                          施　　肥 農　薬　散　布 　 (☑および「薬剤名」「日付」「散布量」を記入)

散布(使用)月日

)4 月 17 日 30

施肥量

500g/100L（200倍）

# 購入しない

私は、下記の記載内容について、JAの定める栽培指針に基づいて、適正にかつ使用基準を遵守し、以下の通り栽培したことを確約いたします。

－ 】【取引先コード（JA記入）：

栽培
区分

令和８年度 ＪＡえちご中越 「栽培管理記録簿　兼　確約書」　【８月記入例】　 （なんかん・かしわざき）

主な耕種概要 (☑および日付等を記入)

種子を

生産者

住所 長岡市今朝白２－７－２５
生産者

氏名 農協　太郎
電話
番号

（品種ごと・栽培区分ごとに記録簿を作成）

５割減々

慣行栽培※

1226
代表圃場

（地名・地番）
0258 - 35

【500ml～1,000ml/箱
(500～2,000倍)】ダコニール1000（土壌灌注）

種子
更新 （ ）□購入先 JA

日

#

# 個人実施(実施日)

☑ ケイフン（鶏ふん） kg/10a

kg/10a

# 有機栽培

□

床
土
消
毒

購入した

日

日

# テクリードCフロアブル 塗末 浸漬

#

#

# カスミン液剤（覆土前）【希釈液50ml/箱(4～8倍)】

# ( ) 月 日【30g/箱(は種前)・15
～20g/箱(覆土前)】カスミン粒剤 FALSE

kg /10a

kg /10a

月

月

月

初
期
病
害
虫
防
除

月 日

月 日

5 月 13 日

月 日

#

# 稚苗苗代配合【30g/箱】

# ホーネンス培土1号【2.8kg/箱】

月

フロアブル【500ml/10ａ】

# ベッカク

月

月

月

1キロ粒剤【1kg/10a】

ジャンボ【250ｇ/10ａ】

豆つぶ【250ｇ/10ａ】

日

( ) 36 月 12 日

日

月 日

月

月

月

18

ml/10a

/10a

月 日 /10a

月 日

月 日

/10a

ml/10a

地上 )

ラウンドアップマックスロード
【200～1,000ml/10a】

月 日

ml/10a

月 日 ml/10a

月 日 /10a

4 月 9 日

7 月 8

ml/10a

900

/10a

月 日 /10a

月 日

月 日

日

900

L/10a

月 日

倍

倍

倍

月 日 /10a

kg /10a

/10aml

kg/10a

日

日

g/箱

g/箱

ml/箱

ml/箱

ml/箱

倍

g/箱

50

g/箱

g/箱

g/10a

日

日

1

/10a日

/10a

kg/10a

日

日

日

日

提出日：令和８年

(※商社特栽・個人特栽含む) 

長岡市川崎町字前田２７２２－１

病
害
虫
防
除

月 日 kg/10a

スタークル液剤10 FALSE（

g/10a

ml/10a

kg/10a

ml/10a

日3月8

10a当り散布(使用) 薬量・濃度

品 種 名 コシヒカリBL

品種合計面積 ㎡5,000

                薬剤名 【　】内、使用基準値

日月# タフブロック 催芽前 催芽時

☑ ３割減々 #

(

畦
畔
除
草
剤

( )

【25～150L（300・1000倍）・0.8～3L（8・16・30倍）/10a】

【3～4kg/10a・500～700ml/10a・1kg/10a】

【1～1.5kg/10a・1～1.5kg（20～30個）/10a・100ml/10a】中
後
期
除
草
剤

倒伏
軽減剤

☑

　　　【500～1,000ml/10a】

☑

# クリンチャーバスME液剤【1,000ml/10a】

バスタ液剤 ザクサ液剤

□ JA実施済み # 未実施

☑ 苗を購入

☑ JA #

FALSE FALSE

☑ 個人または自組織で育苗

# 加温 □ 無加温

）購入先

# ハウス ☑ ハウス内プール # 露地プール

☑ 稚苗 # 密苗 # その他

湛水 # 乾田

4 月 28 日 耕起日

 本田入水日 5 月 3 日

#

# くみあい液肥2号【15g/箱】

☑ べんとう肥【20g/箱】

#

動力散布機等 ドローン ☑ 側条施肥

☑ 元肥

スーパー元肥

】

月 日

30

kg/10a

全層施肥

5 月

スーパー元肥

# 化成肥料オール１４(14-14-14)

# こしいぶきスーパー元肥2号

# 早生スーパー元肥パワフル３０

#

#

☑ けい酸加里プレミア34

#

#

☑ 動力散布機等 流し込み施肥

月

穂肥５２０号(１回目)

# 穂肥５００号(２回目) # 穂肥５２０号(２回目)

#

#

☑ エバーゴルフォルテ箱粒剤【50g/箱 ※高密度播種50～100g/箱】

#

#

# ソルネット1キロ粒剤【1kg/10a】

☑ カイリキZ

☑ 1キロ粒剤【1kg/10a】

ジャンボ【300ｇ/10ａ】

は種前 FALSE 覆土前

#

リディアNT箱粒剤【50g/箱 ※高密度播種50～100g/箱】

# ブーンレパード箱粒剤【50g/箱 ※高密度播種50～100g/箱】

#

FALSE

#

# クリンチャー # 1ｷﾛ粒剤 FALSE ｼﾞｬﾝﾎﾞ FALSE EW

バサグラン ☑ 粒剤 FALSE 液剤 エアー

☑ 共同防除（NOSAI）を実施した（下記の薬剤は記入不要）

スタークル粒剤（個人防除）【3kg/10a】

ml/乾籾1kg

ml/乾籾1kg

本
田
準
備
・
移
植
・
直
播

5 月 10 日
 代かき日

kg/10a

kg/10a

kg/10a

kg/10a

kg/10a

kg/10a

g/箱

kg/箱

kg/箱

kg/箱

g/箱

g/箱

kg/10a

kg

育
苗

苗
購
入

生育診断
(葉色診断等)

☑

土壌診断を実施した#診
断
実
施

kg/10a

kg/10a

kg/10a

※提出時に確認できていない場合は10月分に記入　　　出
穂
期

草
刈
り

kg/10a

kg/10a

kg/10a

/箱

kg /10a

kg /10a

kg /10a

チェックボックス□をクリックすると

チェックが入ります☑

薬剤によって剤型が複数ある場合は、

剤型に合った単位を記入してください。

栽培面積の単位は㎡で記入ください。

【参考】 10a＝1,000㎡

記入時の注意事項

１．「栽培区分」のいずれかに☑をつけ、品種名、作付面積（㎡）を記入してください。

２．代表圃場は必ず記入してください。

３．それぞれ該当する項目に☑をつけてください。また、散布月日・施用（散布）量の
記入が必要な項目を記入してください。

４．記載のない資材を使用した場合、空いている欄に使用資材名、散布月日・
施用（散布）量を記入してください。

５．肥料、農薬の使用が無い場合は、「空白」で構いません。

「こだわり米」は５割減々に☑

「個人特栽」は慣行栽培に☑して下さい。
記入する内容は代表圃場の内容のみ記入してください。

代表圃場は必ず記入してください。



令和８年度 ＪＡえちご中越 「栽培管理記録簿　兼　確約書」　【１０月記入例】　（なんかん・かしわざき）
（品種ごと・栽培区分ごとに記録簿を作成） 提出日：令和８年 10 月 10 日

栽培
区分

☑ ３割減々 # ５割減々 品 種 名 コシヒカリBL

5,000 ㎡

私は、下記の記載内容について、JAの定める栽培指針に基づいて、適正にかつ使用基準を遵守し、以下の通り栽培したことを確約いたします。
# 有機栽培 慣行栽培※

品種栽培合計面積【取引先コード（JA記入）： － 】 (※商社特栽・個人特栽含む) 

生産者

住所 長岡市今朝白２－７－２５
生産者

氏名 農協　太郎
電話
番号

0258 - 35 - 1226
代表圃場

（地名・地番）
長岡市川崎町字前田２７２２－１

出穂期

※1回目提出時に未記入の場合のみ記入して下さい。

選別網目
※自宅で乾燥・調製作業を行った場合のみ、該当の選別網目に☑をつけて下さい。

稲わら秋すき込み
（予定日を含む）

10

使用薬量

月 日 1.85mm ☑ 1.90mm
月 10 日

収穫後本田除草
（予定日を含む）

散布薬剤名 散布日

月 日 ml /10a

最終
かん水日

8 月 26 日 乾燥調製区分

（ mm ）

※共同利用している場合のみ☑をつけて下さい。

トラクター 田植機 ☑ コンバイン その他 （ ）

収穫日 9 月 15 日
10a当たり

収量
530 kg

自家 ☑ ＪＡ共乾施設(ｶﾝﾄﾘｰ・ﾗｲｽｾﾝﾀｰ) 作業委託 機械の共同利用

FALSE その他 （ ）

「生産工程管理チェックシート」
　※チェックシートの記入は１生産者１枚で結構です※

　①各項目について、作業が終わったら点検項目を確認し自己点検欄に、「○」または「×」を記入し、該当しない場合は「－」を記入してください。

　②「×」となった項目は、直ちに改善をお願いいたします。

スマート農業
機器の活用

※使用している場合のみ☑をつけて下さい。

☑ ドローン FALSE GPS搭載 FALSE AI無人化技術 FALSE 水管理システム

点　検　項　目 自己点検 点　検　項　目 自己点検

準備
ＪＡの作成した栽培暦、栽培指針等の栽培基準を確認しましたか。 ○

収
穫
・
乾
燥
・
調
製

収穫作業前や刈取品種切替時に、コンバイン・運搬車の荷台・籾フレコン等、乾燥機・調製機等の各
設備に、他品種籾・異物・油汚れなどがないように清掃しましたか。

○

万が一の事故やケガに備えて自動車保険や傷害共済等に加入していますか。 ○
ＪＡの指導（栽培暦、指導会等）に基づき、適期収穫を行いましたか。 ○

播
種
・
育
苗

自家採種せず、指定採種圃産の水稲種子を、100％使用しましたか。（苗購入の場合は「－」） ―
収穫後は、速やかに乾燥を行いましたか。（JA乾燥調製施設利用の場合は「－」） ―

種子消毒の廃液は、適正に処理しましたか。（苗購入の場合は「－」） ―
衣服の胸ポケットから物を落とさないように気を付けて作業をしましたか。 ○

種子や苗は、取り違えのないように品種ごとで明確に区分しましたか。 ○
倒伏や病害虫の被害籾は区分して収穫し、乾燥・調製（施設へ搬入）しましたか。 ○

播種作業前や品種切替時に、播種機等の清掃をしましたか。（苗購入・直播の場合は「－」） ―
過乾燥を防止し、水分は15％程度に仕上げましたか。（JA乾燥調製施設利用の場合は「－」） ―

品種切替時に、使用していた床土や覆土等に籾が残留していないことを確認しましたか。（苗購入・直播の場合は「－」） ―
籾摺調製初期・終期の玄米品質を確認して出荷しましたか。（JA乾燥調製施設利用の場合は「－」） ―

権利が保護されている種苗について、増殖・譲渡や県外への持ち出しを行わないなど適正な管理を行いましたか。 ○

出
荷

包装資材は、適切に管理し、使用の際は取り違えがないことを確認しましたか。（JA乾燥調製施設利用の場合は「－」） ―

播
種
・
育
苗

移植作業前や品種切替時に、田植機を清掃しましたか。（直播栽培の場合は直播機） ○
米袋や検査依頼書、出荷申告書の記載内容に、誤りはありませんでしたか。 ○

一ほ場につき、一品種を移植または直播しましたか。 ○
ＪＡへ出荷した際に発行された出荷伝票等は保管してありますか。 ○

補植は同一品種の苗を使用しましたか。 ○
ＪＡ米 ＪＡから、ＪＡ米の要件や取扱条件について指導を受け、理解しましたか。 ○

前年に他品種を植えた圃場は、初期除草剤散布や条間の苗の抜き取りによる異品種混入防止対策をしましたか。 ○

全
般

作業場の清掃を行い、生産資材は整理・整頓して保管しましたか。 ○
肥料は、ＪＡの指導（栽培暦、指導会等）に基づき施用しましたか。 ○ 栽培管理記録簿に漏れや間違いがないように記入し、種子の保証票や購入伝票、生産資材の購入伝票

とともに保管していますか。
○

農薬は、ＪＡの指導（栽培暦、指導会等）と農薬ラベルに記載されている使用方法を守りましたか。 ○
農薬は、農作物や他の生産資材等と区別し、鍵のかかる専用の保管庫で保管されていますか。 ○

農薬の使用前に、防除器具に汚れや損傷がないか点検・確認し、農薬の使用後は、防除器具を十分に洗浄しましたか。 ○
燃料は専用の容器を使用し、適切に保管場所に保管されていますか。 ○

飛散低減ノズルの使用や強風時に散布を行わないなど、農薬の飛散低減対策を行いましたか。 ○
生産資材や農薬の空容器などの廃棄物は焼却せず、ＪＡ等の業者委託によリ適切に廃棄しましたか。 ○

県病害虫防除所の病害虫発生予察情報の活用や、ほ場確認などにより、適期適切な防除を行いましたか。 ○
稲わら・籾殻は野焼きせず、すき込むなどして土づくり等に活用しましたか。 ○

代かき後の濁水や肥料・農薬散布直後に水田内の水を流出させませんでしたか。 ○
作業環境に適した服装や防護具を着用し、安全な作業が確実に実施できるよう対策を講じましたか。 ○

土壌診断を実施し、その結果を活用した施肥を行っていますか。（行っていない場合は「－」） ―
農業機械は作業前後で点検を行い、必要に応じて調整や修理を受ける等の処置をとりましたか。 ○

収穫前にほ場からクサネム等の雑草を除去しましたか。 ○

○

ほ場への害虫の侵入防止のため、周辺の雑草地を含めた適期の草刈りを行いましたか。 ○ JA記入欄 検証印

周辺圃場と比較し、品種ごとに出穂期を確認しましたか。 ○
記載内容検証 栽培管理が適正に行われていることを、記載内容により検証しました。

出穂前3週間から出穂25日までの間、飽水管理や土壌改良資材の施用を行いましたか。（カドミウム対策含む）

代表圃場は8月提出と同じ圃場にしてください。

チェック内容の結果

○：はい

✕：いいえ

ー：該当なし

リストから選択して下さい


